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1. はじめに

切除標本に対する生化学的,組織化学的,電子顕微鏡

的諸検査の必要性は増大する一方であり,それらの諸検

査から得られる結果は,病態の把撞,治療方針の決定等

に重要な意味をもっているが,同時に,切除標本の写真

撮影も欠かすことのできないものである.しか し,写

真撮影中に光や熟,乾燥等によって試料が うける損傷

は,前述の諸検査を行う上において大きな障害となって

いる.

この障害は写真撮影時に簡単な工夫をすることによっ

て,ある程度軽減させることができるので紹介する.

2.方 法

切除した試料は,ただちに冷却した生理的食塩水や燐

酸ナトリウム競衝液あるいはカコジル酸ナトリウム緩衝

液中に浸す.写真撮影は試料をこれらの液に浸したまま

行う.

3.結 果

冷却液中での試料の取り扱いは,空気中におけるより

容易であり, ことにやわらかい試料は浮力によって自然

な形腰をとることができた.

写真撮影中,試料表面は写真のライトを浴びても高温

にならず,試料損傷は軽微であった.また,空気中で写

真撮影を行った場合に生じる試料表面のハレーション現

象 (Halation)は,液中では生じず,試料表面を全面的

に写真にとらえることができた (図1,2).

4.考 秦

4-1. 試料損傷

生化学的検査,組織化学的検査,電子顕微鏡的検査等

は微細な組織構築や微量の酵素活性等を観察,測定する

ため,写真撮影時の光,熟,乾燥等にさらされる期間を

一刻も早く切りぬけたいものであるが,試料やメジャ

ー,標本名札等の配置を定め,視野を決定し,ピントを

合せて写真を振るのに少くとも数分間必要であり,その

間試料は刻々と新鮮さを失なっていく.これを少しでも

防ぐため,冷却した緩衝液や生理的食塩水中に浸すこと

は有意義なことと思われる.

4-2.試料形態

写真撮影の目的は試料の肉眼的所見の正確な記録にあ

る.そのため試料はできるだけ自然に近い状態におかれ

ることが望ましい.牌臓や子宮のように比較的形態の定

まった臓器の場合は別として,やわらかい嚢腫状の試料

においては液体中にある方が浮力の影響をうけて,より

自然な形態を示す.また,胃や脇の粘膜ひだは,特に前

述した諸検査の必要なものであり,同時に肉眼的所見

(写真記録)も重要な意味をもつところであるが,冒

液,腸液や消化物等に浸されている状態が自然な姿であ

るため,空気中での写真撮影は不自然である.このた

め,液休中に粘膜ひだが浸されている状態において写真

撮影されることが望ましい.この方法では,ポリープ状

の突出物の場合は空気中におけるよりも,隆起状態を再

環できる.

本研究の方法を卑近な例でたとえれば次のようにな

る･池の中の藻は水中でゆらゆら揺れている状態が自然

の姿であるが,池の水を全部出してしまうと,池底には

りついた状態になる.切除した胃や腸の粘膜ひだを空気

中で写真撮影するのは,池の水を出したあとの藻を写真

撮影するのにたとえられよう.

走査型電子顕微鏡用試料作成方法において,生物試料

が乾燥段階で変形するのを防止するため,臨界点乾燥法

(Anderson,1951,1956;Boydeetal,1963)が考案

され,粘土鉱物試料作成にも応用されて好成績をあげて

いる (野一色 ･田崎,1975).臨界点乾燥法も,本研究の

方法も自然な姿を写真にとらえようとする工夫におい

て,共通点がある.

4-3.ハレーション現象の防止

湿潤状態にある試料は,写真撮影時のライトにより,

空気中では-レーション現象をさけることはできない.

しかし,図1,2に示すどとく,液体中に試料を浸すこ

とによって,この現象を消すことに成功 した.そのた

め,従来の空気中での撮影では-レーション部分の色調
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の変化はとらえることができなかったが,液体中に浸す

ことによって,試料の全表面の微細な変化を記録にとど

めることが可能となった.

5.おわりに

切除した試料を写真授影する時に簡単な工夫をするこ

とにより,試料損傷を軽減させ,さらに,自然な状態に

試料をおくことができ,かつ,試料表面に生じるハレー

ション現象を消すことにも成功した.

稿を終るにあたり,岡山大学温泉研究所長仲原泰博教

授の御指導,衝校閲を深謝します.
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Absiraci.Histochemical,biochemical,andele-

ctronmicroscopicinvestigationsonresectedspe-

cimenllaVeexpandedinalmostexponentialman-

nerinthepasttenyearsandtakingphotographof

泰 晴

thespecimensisalsoofimportancefortheexami･

nationofthem.Thespecimensare,however,

damagedduringthetimeoftakingphotographby

variousfactorssuchasheat,dryness,lightetc.

Fortheinvestigationsofthiskind,themostim･

Portantrequirementforpreservationofprotoplas-

micstructureistointerruptthedynamicprocess

ofthecellaspromptaspossibleandtostabilize

thestructurewithaminimumofchange.

Topreventtiledamageofthespecimensduring

thetimeoftakingphotograph,tilefollowingprO･

cedureisproposed:TIleSpecimenisdippedinto

coldsalinesolution,phosphatebuffer,orcacody･

latebuffer,assoonaspossibleafteroperation.

Photographicprocedureiscarriedoutuponthe

specimendippedintothesolution. Bythispro-

cedure,tlleSpecimenscanbeprotectedfrombeing

damagedbyheatinganddrying. Furthermore,

the specimencanbepreservedinitsoriginal

shapeduetotheaidofbuoyancy.Thisprocedure

hasananotheradvantage:Thephotographisin

principlefreefromhalationonthesurfaceofthe

specimens.Thus,theproposedprocedureisvery

usefulfortakingphotographofresectedspeci･

mensingeneral.

図 説 明

図1 空気中に置かれたヒトの空腸粘膜面を撮った写真

粘膜ひだは倒れて互いにひっついている.ハレ-シ

ョン現象が強く,粘膜表面の微細な変化はとらえてい

ない.

図2 生理的食塩水中に浸されたヒトの空腸粘膜面を撮

った写真

粘膜ひだは互いに離れて,倒れておらず,自然なし

わを形成している.各粘膜ひだ表面の微細な繊毛も,

毛ばたったような形をして認められる.粘膜ひだ表面

には-レーション現象を認めない.
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